
第 82号 ね りまの文化財 平成 23年 (2011)4月

平
成
２２
年
度

新
規
登
録
文
化
財
の
紹
介

天
祖
神
社
東
遺
跡

１
月

２５
日
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に

基
づ
い
て
、
新
た
に

「武
内
家
資
料
」
と

「天

祖
神
社
東
遺
跡
出
土
の
石
核
」
を
登
録
文
化

財
と
し
、
区
登
録
文
化
財

「ち
が
や
馬
飾
り
」

の
保
持
者
２
人
を
追
加
認
定
し
ま
し
た
。

指
定

。
登
録
文
化
財
は
、
学
識
経
験
者
で

構
成
さ
れ
る
区
の
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
所
有
者
の
同
意
を
得
た
上
で

教
育
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
区
の
登
録
文
化
財
は
、
有
形

文
化
財

９９
件
、
無
形
文
化
財
２
件
、
有
形
民

俗
文
化
財

３８
件
、
無
形
民
俗
文
化
財

２４
件
、

史
跡

１３
件
、
名
勝
１
件
、
天
然
記
念
物

１０
件

の
合
計

‐８７
件
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

と
く
に
重
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
指
定
文

化
財
は

４２
件
で
す
。

文
化
財
は
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
先
人
た

ち
が
築
き
、
守
り
伝
え
て
き
た
か
け
が
え
の

な
い
遺
産
で
す
。
区
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
文
化
の
創
造
に
不
可
欠
な
文
化
財
の
保
護

と
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
新
規
に
登
録
さ
れ
た
文
化
財
を
、

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◇
展
示
期
間
　
４
月
６
日

（水
）

～
６
月
１２

日

（
日
）

※
期
間
中
の
体
館
日
は
月
曜
日

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

石
神
井
町
５
１
１２
‐
‐６

電
話
０
３
１
３
９
９
６
１
４
０
６
０

ま
た
、
区
の
指
定

。
登
録
文
化
財
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
練
馬
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
に
は
、

所
有
者
や
近
隣
の
方
々
の
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
非
公
開

の
文
化
財
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
文
化
財
係
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

出
土
の
石
核

Ｔ
点
）

有
形
文
化
財

〈
所
有
者
〉
練
馬
区

〈所
在
地
〉
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

昭
和

５８
年

１２
月
～
昭
和

６０
年
１
月
、
富

士
見
池
遺
跡
群
の
天
祖
神
社
東
遺
跡

（関
町

北
三
丁
目
）
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
際
に

住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
、
縄
文
時
代
中
期
後

葉
の
黒
曜
石
の
石
核
で
す
。
長
さ

９２

皿
、
幅

６２

皿
、
厚
さ

４２

皿
、
重
さ

４７０

ｇ
で
、
不
純

物
の
少
な
い
良
質
な
黒
曜
石
で
す
。

黒
曜
石
は
、
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
を

通
じ
て
小
形
の
石
器
を
製
作
す
る
際
に
は
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
石
材
で
し
た
。
黒
曜

石
の
石
核
は
、　
一
般
的
に
弓
矢
に
用
い
る

石
鏃

（矢
尻
）
な
ど
の
製
作
に
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
本
例
に
は
直
接
剥
離
し
た

面
は
観
察
さ
れ
ず
、
ま
た
元
の
石
の
表
面
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
石
に
近
い
状

態
で
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

関
東
地
方
近
辺
の
黒
曜
石
の
産
地
に
は
、

き
，
，
■
＾
　
〓
ｏ，
と
う
　
　
　
　
　
　
　
・１
かか

長
野
県
の
霧
ヶ
峰

（星
ヶ
塔
・
和
田
峠

。
小
深

沢

・
鷹
山

。
男
女
倉
）
や
北
八
ヶ
岳

（麦
草

峠

・
冷
山
）
、
神
奈
川
県
の
箱
根

（畑
宿
）
い

静
岡
県
の
伊
豆

（上
多
賀

・
柏
峠
）
、
東
京
都

の
神
津
島
、
栃
木
県
の
高
原
山
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

本
例
は
、
黒
曜
石
に
含
ま
れ
る
元
素
の
割

合
か
ら
産
地
を
推
定
す
る
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に

よ
り
、
長
野
県
星
ヶ
塔
産

（諏
訪
郡
下
諏
訪

町
）
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

縄
文
時
代
中
期
中
葉
頃
ま
で
、
関
東
地
方

南
部
で
用
い
ら
れ
て
き
た
黒
曜
石
は
、
東
京

都
神
津
産

（神
津
島
村
）
の
も
の
が
多
か
つ

た
の
で
す
が
、
後
葉
に
な

っ
て
長
野
県
産
の

も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
過
渡
期
に
、
本

例
の
よ
う
に

４００

ｇ
を
超
え
る
大
き
な
黒
曜

石
の
石
核
が
、
消
費
地
で
出
土
す
る
こ
と
は

と
て
も
珍
し
く
、
縄
文
時
代
中
期
に
お
け
る

石
材
の
遠
隔
地
流
通
を
考
え
る
上
で
も
貴
重

な
資
料
で
す
。

練 馬 区

教育委員会事務局

生 涯 学 習 課

(文 化 財 係 )

T176-8501

練馬区豊玉北6121

TEL 0 3(5984)2442
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第 82号 ね りまの文化財 平成 23年 (2011)4月

練
馬
区
指
定
文
化
財

一
覧

練
馬
区
登
録
文
化
財

一
覧

（
有
形
文
化
財
）

11 9 8 7 6 5 4 3 2 一九
年

度
34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 17 15 13 12 11 10 9 8 7 6543 2  1 No.

和
原
家
薬
医
門

関
の
か
ん
か
ん
地
蔵

小
美
濃
英
男
家
文
書

本
寿
院

の
み
く
じ
道
具

閻
魔

・
十
王
像
と
檀
撃
瞳

千
川
家
文
書

丸
山
東
遺
跡
出
土

の
木
製
品

石
瞳
七
面
六
観
音
勢

至
道

じ
る

長
命
寺

の
梵
鐘

三
宝
寺

の
梵
鐘

妙
福
寺

の
梵
鐘

井

国
家

文
書

井

国
家

文

書

井

国
家

文

書

長
享

二
年

の
申

待

板

碑

練

馬
東

小
学

校

の

フ
ジ

御

府

内

井

村

方

旧

記

北

町
聖
観

音

座

像

豊
島
氏
奉
納

の
石
燈
籠

氷
川
神
社
富
士
塚

鶴

の
舞

下
練
馬

の
大
山
道
道
標

下
練
馬

の
富
士
塚

妙
福
寺
文
書

尾
崎
遺
跡
出
土
品

服
部
半
蔵
奉
納

の
仁

王
像

長
命
寺
仁

王
門

春
日
町
出
土

の
壺
形
土
器

北

条

氏
康

印

判

状

町

田
家

文

書

中

里

の
富

士

塚

大

八
車

小
島
家
文
書

円
蔵
院
鐘
楼
門

名

称

平
成

２
年
度

昭
和

６３
年
度

‖̀ JI`

成 成

7 7
年
度

年
度

昭

和

６３
年

度

平
成

９
年
度

平
成

８
年

度

昭

和

６２
年
度

昭

和

６‐
年
度

昭

和

６‐
年
度

昭

和

６２
年
度

半 昭 半 半 半

成 和 成 成 成

５
年
度

６
年

度

７
年
度

６‐
年
度

６
年

度

昭 半
和 成

３
年
度

６２
年
度

昭

和

６２
年

度

平
成

２
年
度

平
成

４
年
度

平

成

３
年
度

平
成

元

年
度

半 半
成 成

元

年

度

３

年

度

昭
和

６２
年

度

平
成

元

年
度

平
成

元

年

度

昭

和

６‐
年
度

昭

和

６３
年
度

昭
和

６‐
年

度

昭

和

６３
年
度

昭
和

６２
年
度

昭
和

６３
年

度

登
録
年
度

17 14

40 39

愛
染

院

文

書

中
宮
遺
跡

５
号
住
居
址

の
盛
土
状
遺
構
出
土
品

内

田
家

の
屋
敷
林

旧
内

田
家
住
宅

神
輿
渡
御
行
列
図
絵
馬

井

頭

の
ヤ

ナ

ギ

伊
賀
衆
奉
納

の
水
盤

・
鳥
居

金
乗

院

御

朱

印

状

平
成

１９
年
度

平

成

８
年

度

平 平
成 成

３
年
度

‐９
年
度

半
成

１２
年

度

半

成

元

年
度

昭
和

６３
年
度

平
成

８
年
度

平成元年度 昭和63年度 日占下日62月EL芝 昭和61年度
20 19 18 17 16 15 14 13 12 111098 765 4321 N0

長
命
寺
仁

王
門

加
藤
家
文
書

妙
福
寺
文
書

長
命

寺

個

人

妙

福

寺

高

野
台

３
１

‐０

土

支

田

４
丁

目

南

大

泉

５
１

６

南

蔵
院
鐘
楼
門

氷
川
神
社

の
旧
拝
殿

榎
本
家
長
屋
門

氷
川
神
社

の
水
盤

角
柱
型
水
盤

閻
魔

・
十
王
像
と
檀
撃
瞳

氷
川
神
社

の
狛
犬

町
田
家
文
書

伊
賀
衆
奉
納

の
水
盤

。
鳥
居

南
蔵
院

氷
川
神
社

個

人
氷
川
神
社

氷
川
神
社

教
学
院

氷
川
神
社

個

人
氷
川
神
社

中

村

１
１

１５

豊

玉
南

２
１

‐５

南

田
中

４
丁

目

石
神

井

台

１
１

１８

氷

川

台

４
１

４７

大
泉

町

６
１

２４

氷

川

台

４
１

４７

東
大

泉

７
丁

目

大
泉

町

５
１

１５

服
部
半
蔵
奉
納

の
仁

王
像

豊
島
氏
奉
納

の
石
燈
籠

石
憧
七
面
六
観
音
勢

至
道

じ
る

双
蝶

々
曲
輪

日
記
図
絵

馬

牛
若
丸

・
弁
慶
図
絵

馬

妙
福
寺

の
梵
鐘

小
島
家
文
書

御
嶽
神
社

氷
川
神
社

良
弁
塚

（
管

理
者
）

南
蔵
院

長
命
寺

長
命
寺

妙
福
寺

（
所
有
者
）

個
人

高

松

３
１

‐９

石
神

井

台

１
１

１８

中

村

３
１

Ｈ

高

野
台

３
１

‐０

一呂
野
台

３
１

‐０

南

大

泉

５
１

６

練

馬

区

長
命
寺

の
梵
鐘

三
宝
寺

の
梵
鐘

北
条
氏
康
印
判
状

料
長
享

二
年

の
申

待

板

碑

高
野
台

３
１

‐０
　

　

長
命
寺

石
神
井
台

１
１

１５

　

一二
宝
寺

石
神
井
台

１
１

１６

　

道
場
寺

（
欠
番
）

名

　

　

称

所
在
地

所
有
者
等
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第 82号 ね りまの文化財 平成 23年 (2011)4月

平成 8年度 平 成 7年度 平成 6年度 平成 5年度 4 平 成 3年度 平 成 2年度 平成 元 年 度

58 57 56 55 54 53 52 51 5( 49 48 47 46 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24

西
大
泉

の
稲
荷
神
社
本
殿

阿
弥
陀
寺

の
伏
せ
鉦

金
乗
院
御
朱
印
状

丸
山
東
遺
跡
出
土

の
木
製
品

泥
中
宮
遺
跡

５
号
住
居
址

の

盛
土
状
遺
構
出
土
品

西
大
泉

５
１

１

練

馬

１
１

４４

錦

２
１

４

練

馬

区

練

馬

区

稲
荷
神
社

阿
弥
陀
寺

金
乗
院

三
宝
寺
山
門

井

国
家
文
書

小
美
濃
英
男
家
文
書

高
稲
荷
遺
跡
出
土

の
旧

石
器

石
神

井

台

１
１

１５

　

一二
宝

寺

関

町
南

４
丁

目

　

　

個

人

大
泉

学

園

町

２
丁

目

個

人

練

馬

区

相
原
正
太
郎
家
住
宅
　
　
　
　
　
　
　
春

日
町
５
丁
目

石
製
絵
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

田
中

５
１

１４

井

国
家
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
町
北

２
丁
目

武
蔵
関
遺
跡
出
土

の
大
型
槍
先
形

石
器
　
練
馬
区

個

人

稲

荷

神

社

個

人

増
島
家
薬
医
門

井

国
家
文
書

比
丘
尼
橋
遺
跡
出
土

の
旧
石

器

谷

原

３

丁

目

関

町
北

２
丁

目

練

馬

区

個

人

個

人

荘
家

文
書

練
馬
区

（
所

有

者
）

個

人

宮

田
橋
敷

石
供
養
塔

下
練
馬

の
大
山
道
道
標

紙
本
着
色

以
天
宗
清
像

絹
本
着
色
明
盟
宗
普
像

紙
本
墨
画
淡
彩
希
雙
宗

年
像

土
支

田
八
幡
官

の
半
鐘

阿
弥
陀
寺

の
半
鐘

御
府
内
井
村
方

旧
記

尾
崎
遺
跡
出
土
品

高
松

２
１

３
地
先

（
管

理
者
）

練
馬
区

北

町

１
１

２５
地
先

　

練

馬
区

桜
台

６
１

２０
　

　

　

廣
徳
寺

桜
台

６

１
２０
　

　

　

廣
徳
寺

桜
台

６
１

２０
　

　

　

廣
徳
寺

土
支

田
４
１

２８
　

　

土
支

田
八
幡
宮

練
馬

１
１

４４
　

　

　

阿
弥
陀
寺

平
和
台

１
丁
目

　

　

個

人

春

日
町

５
１

１２
　

　

春

日
小
学
校

尾
崎
遺
跡
資
料
展
示
室

相
原
家
薬
医
門

横
山
家
文
書

新
井
家
文
書

縄
文
時
代

の
竹
カ
ゴ

金
銅
製
飾
具

尾
張
殿
鷹

場
碑

個

人

個

人

個

人

田
柄

５
丁
目

高

野
台

１
丁
目

桜
台

３
丁
目

練
馬
区

練
馬
区

練

馬
区

春

日
町
出
土

の
壺
形
土
器

＊
旧
震
災
復
興
仮
設
住
宅

尾
張
殿
鷹
場
碑

練

馬

区

（
平
成

Ｈ
年
度
移
転
に
よ
り
登
録
解
除
）

大

泉

町

３
１

１６

　

　

大

泉

第

一
小
学

校

半 成 18年度 平 成 17年度 平成 16年度 平成 15年度 平成 131:度 1 平成11年度 平成10年度 平成 9年度

91 90 89 88   87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 68 67 66 65   64 63 62 61 60 59

旧
内

田
家
住
宅

八
幡
神
社

の
水
盤

池
淵
史
跡
公
園

八
幡
神
社

石
神
井
町
５
１

中
村
南

３
１

２

中
村
南
遺
跡
第

２
地
点

５
号

住
居
址
出
土
土
器

田
中
家

の
種
子
屋
資
料

関
東
大
震
災
犠
牲
者
慰
霊
碑

中

村
南

１
１

２

中

村

南

ス
ポ
ー

北

町

５
丁

目

錦

１
‐

‐９

練

馬

区

ツ
交

流

セ

ン
タ
ー

個

人

円

明

院

織
部
燈
籠

愛
染
院

の
梵
鐘

関

国
家
文
書

内
国
勧
業
博
覧
会
褒
状

東
早
淵
遺
跡
出
土

の
局
部
磨
製

石
斧

千
川
上
水
調
査

ア
ル
バ
ム

高

松

３
丁

目

春

日

町

４
１

１７

土
支

田

３
丁

目

練

馬

区

練

馬

区

豊

玉
上

１
１

２６

個

人

愛

染

院

個

人

武

蔵

学

園

記
念

室

栗
原
家
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区

小
竹
遺
跡
出
土

の
大
珠
　
　
　
　
　
　
練
馬
区

丸
山
東
遺
跡
方
形
周
溝
墓
出
土
品
　
　
練
馬
区

千
川
上
水

の
記
録

フ
イ

ル
ム
　
　
　
　
練
馬
区

ル

ン

小
林

家

住

宅

石
神

井

西

尋
常

小
学

校

の

リ
ー

ド

オ

本

下
家

文
書

ガ

桜

台

５
丁

目

練

馬

区

練

馬

区

個

人

相

原
好

吉

家

文

書

田
柄

５
丁

目

個

人

石
神
井
城
跡
出
土
小
刀

子
ノ
聖
観
世
音
碑

広
川
松
五
郎
関
係
資
料

練

馬

区

貫

井

５
１

７

練

馬

４
丁

目

円
光

院

個

人

中

野
屋
商

店

文
書

練
馬
区

絹
本
着
色
釈
迦
十
六
善
神
像

橘
紋
椿

几
帳
柄
鏡

八
ヶ
谷
戸
遺
跡
出
土

の

大
形
把
手
付
縄
文
土
器

桜
台

６
１

２０

石
神
井
町

５
１

練

馬
区

廣
徳
寺

禅
定
院

人
幡

神

社

の
本

殿

北

町

の
仁

王
像

長

谷

川
家

文
書

中

村
南

３
１

２

北

町

２
１

３８（
管

理
者
）

春

日
町

３

丁

目

八
幡
神
社

北

町
観
音
堂

北
町
二
丁
目
町
会

個

人

氷
川
神
社

の
神
輿

本
寿
院

の
賽
銭
箱

明
雙
宗
普

の
墨
跡

千
川
家
文
書

豊

玉
南

２
１

早
宮

２
１

２６

桜

台

６
１

２０

練

馬

区

5l

氷

川
神

社

本

寿

院

廣

徳

寺
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第 82号 ね りまの文化財 平成 23年 (2011)4月

平成19年度

98 97 96 95 94   93 92
武
内
家
資
料

天
祖
神
社
東
遺
跡
出
土

の
石
核

練

馬

区

練

馬

区

丸
山
東
遺
跡
出
土

の
石
棒

練

馬

区

篠
家
文
書

小
野
蘭
山
墓

お
よ
び
墓
誌

桜
台

２
丁
目

練
馬

４
１

２７

個

人

迎

接

院

十

一
面
観

音

懸

仏

光
伝

寺

の
地

蔵

菩

薩

立

像

お

よ

び

閣
魔

十

王
像

下
練

馬

の
二

十

三

所
観

音

菩

薩

像

愛
染

院

文

書

大
泉

井

頭
遺

跡

出

上

の

有

孔
鍔

付

土

器

刻( 刻(

111 り||

台 台

3 3

24 21

氷

川

台

３
　

２４

春

日

町

４
１

１７

練

馬

区

光

伝

寺

光

伝

寺

光

伝

寺

愛

染

院

6 5 4 死

5 4 3 2 1 No

＊
ホ
ウ
キ
製
造
技
術

ホ
ウ
キ
製
造
技
術

（
鹿

島

佐

平

・
平

成

春

日
町

６

1  10

12年
死

亡

」
よ
り
登
録
解
除
）

篠

田
歳

治

絵
馬

制
作

貫

井

５
１

‐４

平

田
部

司

＊
棒

柄

の
製

作

技

術

（
井

日
平
蔵

。
平
成

７

年

死
亡

に
よ

り

登
録
解

除
）

＊
鼈

甲
螺
釦
蒔
絵

（
上
方
占
雄

・
平
成

６

年

死
亡

に
よ

り

が
録
解

除
）

名

称

所
在
地

所
有
者
等

刈
平
成

７
年
度
有
形

民
俗
文
化
財

Ｎｏ
ｌ９

へ
種
別
変
更

の
た
め
欠
番

組
平
成

２０
年
度
高

坪
形
上
器
を
追
加

し
名
称
変

更

（
無
形
文
化
財
）

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

2 7E Jg不 162イ Fil支 ‖ど不161イ lil貞

10 9 8 7 6  5 3 2  1 No

氷
川
神
社
富
士
塚

沢
庵
漬
製
造
用
具

北

町
８
１

練
馬
区

氷

川

神

社

狐

の
大
根
取
り
入
れ
図

下
練
馬

の
富
士
塚

西
大

泉

３
１

北

町

２
１

４‐

絵

馬

諏
訪
神
社

浅
間
神
社

13

ん
地

蔵

ん

か

大
八

車

関

の

か

練

馬

区

関

町
東

1

|

（
管

理
者
）

三
宝
寺

北
町
聖
観
音
座
像

弥
陀
三
尊
来
迎
画
像
板
碑

北

町

２
１

３８
　

　

　

北

町
観

音

堂

（
管

理
者
）

北

町

二

丁

目

町
会

石
神

井

台

１
１

１５

　

一二
宝

寺

1

|
⌒ 44

江
古

田
の
富
士
塚

中
里

の
富
士
塚

小
竹

町

大
泉

町
1

|

浅

間

神

社

富

士

浅

間

神

社

所
有

者
）

中

里
富

士

講

名

称

所
在
地

所
有
者
等

18 litlビ FI:li 平 成 H年度 9 8 「
成 アイli度 6 5 4 3

36 35 34 33 30 29 28 27 26 25 24 15 14 ll

谷

原

の
庚

申

塔

富

士

見
台

４
１

３６
地

先

個

人

福

徳

元
年

の
月
待

板

碑

南

大

泉

５
１

６

妙

福

寺

八
幡

神

社

稲

荷

神

社

人
幡
神
社

の
石
造
大
山
不
動
明
王
像

御
嶽
講
奉
納

の
水
盤

高
松

１
１

１６

富

士

見
台

３
１

林

稲

荷

神

社

個

人

林
稲
荷
神
社

の
庚
申
塔

高
松

の
板
碑
型
庚
申
塔

豊

玉
北

１
１

７

高

松

１
１

２２

二
十
三
夜
待
供
養
塔

大
氷
川

の
力

石

下
石
神
井

６
１

１

　

天
祖
神
社

氷
川
台

４
１

４７

　

　

氷
川
神
社

江
古

田
の
富
士
講
関
係
資
料

神
輿
渡
御
行
列
図
絵
馬

谷
原
延
命
地
蔵

小
竹

町

１
１

５９
　

　

浅
間
神
社

氷
川
台

４
１

４７

　

　

氷
川
神
社

谷
原

１
１

１７
地
先

個

人

稲
荷
神
社

井
戸
替
え
用
具

醤
油
醸
造
業
用
具

斎
藤
水
車
用
具

丸
彫
聖
観
音
立
像
廻
国
供
養
塔

練
馬
区

練
馬
区

南

田
中

１
丁
目

旭
町
２
１

９

棒

屋
資

料

練
馬
区

富

士

講

巡
拝

装

束

練

馬

区

禅

定

院

禅

定

院

石
瞳

六

面

六

地

蔵

織

部

燈
籠

石
神

井

町

５
１

１９

石
神

井

町

５

１
‐９

長 刀 不

寿
院

の
み
く
じ
道
具

持
ち
惣
兵
衛

の
馬
頭
観
音

享

二
年

の
申
待
板
碑

早
宮

２
１

２６
　

　

　

本

寿

院

大

泉

学

園

町

２
１

２７
地
先

個

人

練

馬

区

丸
彫
青

面
金
剛
庚
申
塔

下
石
神
井

５
１

７
地
先

伊
保
ヶ
谷
戸
庚
申
講

僧
形

馬

頭

観

音

金

乗

院

の

一
石
六

地
蔵

本

寿

院

金

乗

院

早
官

２
１

錦

２

１

４

氷
川

神

社

の
力

石

高

松

の
庚

申

塔

豊

玉

南

２

一局

松

２

１

３

15

氷
川
神
社

（
管

理
者
）

練

馬
区

文
応

元
年

の
弥
陀
板
碑

石
神

井

台

１
１

１６

道

場

寺

平成 元年度

4 3 2 1 N0

関

の
ぼ

ろ
市

八
丁
堀
三
吉
囃

子

石
神
井
囃

子

関
町
北

４
１

１６
　

　

本
立
寺
門
前

八
丁
堀
三
吉
囃

子
保
存
会

（
旭

町
地
域
）

石
神
井
町
囃

子
連

（
石
神
井
町
地
域

）

探

湯

の
儀

中
村

３
１

８
　

　

　

御
嶽
神
社

（
保
持
者
）

神

田
定
男

名

称

所
在
地

所
有
者
等
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第 82号 ね りまの文化財 平成 23年 (2011)4月

平成 16年度 平 成 15年度 平成 14年度 平 成 4年度 平成 3年度 2

26 25 24 19 18 17 1 1213 9876 0

ち ら

が
や
馬
飾
り

が
や
馬
飾
り

北

町

３
丁

目

錦

１
丁

目

丹
羽
幸
男

伊
藤
弥

五
郎

子

日
山
神
社
囃

北
町
囃

子

上
石
神
井
囃

子

神
社
囃

子
連

（
練
馬
地
域
）

囃
子
保
存
会

（
北

町
地
域
）

神
井
囃

子
連
中

（
上

石
神
井
地
域
）

上 北 白
石 町 山

谷  富 春 貫
井
囃

子

日
町
囃

子

士
見
台
囃

原
囃

子

す

貫

井
囃

子
保

存

会

春

日

町
囃

子
連

（

富

士

見
台

囃

子
保（

谷

原
囃

子
保

存

会（

（
貫
井

・
高
松
地
域
）

春

日
町
地
域
）

存
会

富
士
見
台
地
域
）

谷
原

。
高

野
台
地
域
）

田
柄
囃

子

石
神
井
台
囃

子

南

田
中
囃

子

大
山
講
灯
籠
立
て
一丁

事

向 南 石 田
三 田 神 柄

⌒ 石 田

南 ネ申 柄

囃

子
保

存

会

（

井
台

囃

子
連

（

中
囃

子
保

存

会

谷
大

山

講

（
下

石
神

井

地
域
）

井
台
地
域
）

田
中
地
域
）

２
丁
目
地
域
）

1

子

囃

里

甲

中
里
囃

子
連

（
大

泉
町
地
域
）

鶴

の
舞

神
輿
渡
御

の
御
供

ち
が
や
馬
飾

り

ち
が
や
馬
飾

り

＊
ち
が
や
馬
飾
り

道

中

歌

北

町

１

丁

目

東

大

泉

５

丁

目

勝
男

・
平
成

■
年

氷

川
神

社

社

宮

宿

鶴

の
舞

保
存

会

氷

川
神

社

社
官

宿

鶴

の
舞

保

存

会

内

田

和

助

加

一味
義

雄

死
亡
二
兵

¨
さ
量
離
除
）

氷  氷
り||  り||

台  台
氷 4氷 4
り‖ |り  |
ネ申 47 ネ申 47

関 ***
町 谷 谷 ち

囃 原 原 が

子 の の や
馬
飾

り

餅

掲

き

唄

麦

ボ

ウ

チ

唄

内
田
安
太
郎

・
平
成

７
年
死
亡
に
よ
り
今
録
解
除
）

増
島
兼
占

・
平
成

２２

年

死
亡

に
よ

り

登
録
解

除
）

増
島
兼
吉

・
平
成

２２

年

死
亡

に
よ

り

登
録
解

除
）

関
町
囃

子
保
存
会

（
関
町
地
域
）

甲
村

囃

子

中

村

囃

子
連

（
中

村

地
域

）

（
史
跡
）

昭和63年度

54321 ヽ

束
高

野
山
奥
之
院

埒
小
野
蘭
山
墓

泄
永
道

雲

墓

尾
崎
遺

跡

泄
淵
遺

跡

一品
野
台

３
１

１０

（
欠
番
）

練
馬

４
１

２７

春

日
町

５
１

１２

石
神

井

町

５
１

長
命
寺

受

用
院

・
個

人

春

日
小
学
校

池
淵
史
跡

公
園

13

名

称

所
在
地

所
有
者
等

平成11年 嗅 8 7 死 昭和63年 嘆

13 12 11 9 8 67

観
蔵

院

の
筆

子
碑

南

田
中

４
１

5

観

蔵

院

l

園
澪

法

師

塚

春

日

町

5

|

練

馬

区

田 1可

野
鎮
平
筆

柄
用
水
跡

十

百早

春

日

町

３
１

石
神

井

台

８
つ
乙

寿

福

寺

け

や
き

所
有
者
）

|

憩

堤婁

十
川
家

の
墓

北

町

２

8

阿

弥

陀

堂

。
個

人

1

田
柄
用
水
記
念

碑

田
柄

４

天
祖

神

社

旧
大
泉
村
役
場
跡

大
泉
学
園
町

２
１

２

大
泉
中
島

公
園
　
練
馬
区

呆

原
遺
跡

の
堅
穴
住
居
跡

川
上
水
跡

氷
川
台

１
１

７城
北
中
央
公
園
　
東
京
都

関
町
南

２

～

４
丁
目
他
　
東
京
都

十

1 M

牧
野

記
念

庭

園

東
大

泉
6

練

馬

区

名

称

所
在
地

所
有
者
等

埓
平
成
２０
年
度
墓
誌
を
追
加
し
名
称
変
更

・
有
形
文
化
財
Ｍ
９８

へ
種
別
変
更
の
た
め
欠
番

（
名
勝
）

（
天
然

記
念
物
）

注

所
在

地
が
練

馬
区
と
な

つ
て

い
る
文
化
財

の
所
在

地
は
、　
石
神
井

公
園

ふ
る
さ
と
文
化
館

（
石
神
井

町

５
１

１２
‐

‐６

）
で
す
ｏ

1 6 平 成 3年 嘆 平 成 元 =質
9 8 7 6 45 3  2 1 N0

井

国
家

の
屋
敷
林

立
野
町

個

人

土
支

田
八
幡
宮

の
社
叢

土
支

田

４
１

２８

土
支

田
八
幡
宮

開
進
第

一
小
学
校

の
ク

ス
ノ
キ

早
宮

２
１

１

開
進
第

一
小
学
校

光
伝
寺

の

コ
ウ

ヤ

マ
キ

氷
川

台

３
１

２４

光
伝
寺

練
馬
東

小
学

校

の

フ
ジ

春

日
町

１
１

３０

練

馬
東
小
学
校

人

の
釜

の
湧
き
水

内

田
家

の
屋
敷
林

東
大
泉

２
１

２７
　

　

人

の
釜
憩

い
の
森

（
所
有
者
）
　

個
人

早
宮

３
丁
目

　

　

　

個

人

井
頭

の
ヤ
ナ
ギ

カ
タ
ク
リ
群
落

東
大

泉

７
１

３４

大
泉

町

１
１

６

大

泉

井

頭

公
園

清
水
山
憩

い
の
森
　
練
馬
区

練

馬

白

山

神

社

の
大

ケ

ヤ
キ

練
馬

４
１

２

白

山
神

社

名

称

所
在
地

所
有
者
等

-5-
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武
内
家
資
料

（‐１９
点
）

有
形
文
化
財

〈
所
有
者
〉
練
馬
区

〈
所
在
地
〉
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

下
練
馬
村
早
淵

（現
早
宮
）
に
江
戸
時
代

か
ら
在
住
す
る
武
内
家
に
伝
わ

っ
た
、
江
戸

時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
文
書
類
や

書
籍
類
で
す
＾ヽ
武
内
家
は
、
農
業
を
営
む
と

と
も
に
大
工
で
も
あ
り
ま
し
た
．

文
書
類
に
は
、
元
禄

１６
年

（
一
七
Ｃ
三
）

４
月
の
名
寄
帳
写

（ｌｉ
地
台
帳

の
抄
録
）
を

は
じ
め
年
貢
徴
収
に
関
す
る
請
取
状
や
帳
簿

が
数
多
く
あ
り
ま
す
こ
ま
た
伝
馬
役
や
縁
組

な
ど
に
関
す
る
も
の
も
含
ん
で
い
ま
す
，

書
籍
類
に
は
、
享

保

６
年

（
一
七
二

一
）

刊

の

『
雛
形
大
匠
手

鑑

』
や
宝
暦
９
年

（
一

七
五
九
）
刊

の

『
新
撰
大
工
雛
形
』
な
ど
、

江
戸
時
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
建
築
関
係

の

も

の
が
ま
と
ま

っ
て
い
ま
す
　
ま
た
、
江
戸

時
代

の
和
算
書
で
あ
る
『
算
法
発
蒙
集
』
や
、

手
紙
の
書
き
方
を
解
説
し
た

一
消
息
往
来
講

釈

』
な
ど
、
実
用

・
教
養
に
関
す
る
書
籍
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
半
農
半

工
で
あ

つ
た
下
練
馬
村

の
家

の
様
相
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
資
料
で
す
‥

約
稽
島
巧ヽ
刻
艤

々

　

‘
　

‐

　

　

　

　

　

一分

み
，

仏

|(.)

t_ _,_二
「御伝馬高害1帳 _

(明 治 3年 Jli 11付 )

1

イ
ー

攘
“手
‥
ｉ

■゙
紆
・
率
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

ｏ好

彙

‘
　

　

　

　

一

ら゙
れ
″
″
セ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一ιヽ
“■′
″てス‘
え‘，一●
‘〓
〓■
“
′́
”″ゴ
”
　́
　
　
卜
）

）
ｒ
・４Ａ
々

‘
長
秘
Ｉ
供
マ
”行
い‘・、，
らＦ
‘
．
一

ち
が
や
馬
飾
り

無
形
民
俗
文
化
財

（平
成
３
年
度
登
録
）

保
持
者
　
丹
羽

幸
男

伊
藤

弥
五
郎

ち
が
や
馬
飾
り
は
、
ち
が
や
で
作
る
七
夕

馬
の
こ
と
で
す
　
毎
年
七
夕
に
な
る
と
、
左

の
写
真

の
よ
う
に
、
２
本

の
竹
飾
り
の
間
に

荒
縄
を
渡
し
、
雌
雄

一
対
の
ち
が
や
馬
を
向

か
い
合
わ
せ
に
吊
る
し
ま
し
た
　
区
内
各
地

の
農
家
で
広
く
行
わ
れ
て
き
た
民
俗
で
す

平
成
３
年
度
に
区
の
無
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

「ち
が
や
馬
飾
り
」
の
保
持
者
と
し

て
、
丹
羽
幸
男
氏

（北
町
３
丁
目
在
住
）
と

伊
藤
弥
五
郎
氏

（錦
１
丁
目
在
住
）
を
追
加

認
定
し
ま
し
た
。

二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
少
年
時
代
に
ち
が
や
馬

飾
り
を
行

っ
た
経
験
が
あ
り
、

１０
年
ほ
ど
前

か
ら
再
開
し
て
製
作
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
中
学
校

の
授
業
な
ど
で
ち
が
や

馬
の
製
作
指
導
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
七
夕

に
際
し
て
は
浅
間
神
社

（北
町
２
１
４‐
）
ゃ

弁
天
宮

（北
町
１
‐
３９
）
な
ど
で
飾
り

つ
け

を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
追
加
認
定
に
よ
り
、
現
在
区
無
形

民
俗
文
化
財

「ち
が
や
馬
飾
り
」
の
保
持
者

は
４
名
と
な
り
ま
し
た
ｃ

――――――一― ―一¬ |

『新撰大J:雛 Iだ (t暦 9年 千1) Ftttl形 大匠千鑑』(亨保6年 F」 )

ちがや馬飾 り (口1:年 ′)L夕 、 Ffネ中井町 513
1κ 立池淵史跡公国内

~11内
lH家 住宅_庭 先にて)
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譲り証丈 (車 n3年  1803)3月 付、

表題に ノ、置 1譲 |'証 文之事Jと 記す )

左 :伊藤氏、右 :丹羽氏 (弁 天官にて)丹羽・伊藤両氏製作のちがや馬 (浅 間仲社にて)
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